
頁

１．事業の位置付け

環境部　資源循環課
○ ハード ● ソフト

年 ～ 年
【委託： 3セク・財団 ○ 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

□ 市民ニーズ
■ 事業目的の達成状況 高
□ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
□ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
■ コスト削減の可能性 高
■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
□ その他 低

成果指標①

指標名 包括的民間委託に向けた進捗率 単位 ％

説明・算定式 H19年度：事業スキームの検討等55％、H20年度：事業者選定等44％、H21年度：本契約1％

成果指標②

指標名 運営管理経費の削減額 単位 千円

説明・算定式
短期委託額－包括委託額
（現状：1年単位で委託）

－ 1500
－

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

平成19年度

リサイクルプラザ工場部門が民間活力の活用により、管理
運営されています。

リサイクルプラザ工場部門の管理運営手法を改善するた
め、長期にわたって包括的に民間への委託を図ります。

活動指標①

指標名 単位

説明・算定式

平成19年度

目標

目標

実績

平成21年度

対象・受益者 市民 事業期間
委託、協働

2007 2009

目的・目標 事業の概要

平塚市総合計画　第１次実施計画期間における実施計画事業の取り組み状況まとめ 1

事務事業名
事業担当

リサイクルプラザ工場部門管理運営改善事業

効率的にリサイクルプラザ工場部門の管理運営を行うた
め、必要性が高いです。

当該事業を継続することにより、機械プラント類の維持管
理・修繕等が効率よく図られ機械設備の長寿命化及び安
定した生産性の維持が見込まれます。

資源再生物を長期に渡り中間処理し、資源化を円滑に実
施でき妥当性は高いです。

分析の視点

③〈利便性〉　誰もが快適に利用できるよう、公共施設などの利便性を高める
'02

○
○

－

事業種類

総合計画の
位置付け

'05 基本目標５　　安全で、みんなが快適に暮らせるまち
'03

2 市民ニーズに合った公共施設の適正な管理と運営を進める
根拠法令等

●
○
○

工場部門の運転管理を長期に渡る包括的民間委託により
コストの削減を図り、効率的な事業展開が図られます。

目標

実績

先の視点に関する分析・課題の抽出

●
○事

業

分

析

項目 総合評価

必要性

有効性

妥当性

効率性

●
○

●

平成20年度

平成20年度 平成21年度

1009955目標

－ 1500

55 99 100実績

平成19年度 平成20年度 平成21年度

実績

平成19年度 平成20年度 平成21年度



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ① ①

Ａ Ａ Ａ

主な取組と成果

包括的民間委託導入検討委員会
(庁内組織)を開催するとともに、
包括的民間委託を円滑に進めるた
めに、有識者などで組織する｢包
括的民間委託事業者選定委員会｣
の設置及び同委員会を開催した。
また、包括的民間委託を実施する
ためアドバイザリー業務を委託
し、事業者を公募するのに必要な
｢実施方針｣を作成した。これらに
より計画どおり事業を進めること
ができた。

包括的民間委託を実施するためア
ドバイザリー業務を委託するとと
もに、事業者を公募し、ヒアリン
グなどを行い優先交渉権者を選定
しました。

公募により選定した優先交渉権者
と、リサイクルプラザ工場部門の
施設運転管理業務について、15年
間の包括的民間委託事業契約を締
結して事業を実施しました。

検証結果
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開

－

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分

2

進
捗
状
況

再任用　(人)
内
訳

人件費　(B)
フルコスト　(A+B)

遅れている
理由

：予定どおり
－ －

10,028
227,759

0
0

今後に向けた
課題

必要性、有効性、妥当性、効率性
の評価は高く工場部門の包括的民
間委託を実施すべく継続して行
く。

工場部門の包括的民間委託に関し
て、モニタリングを行い適正に業
務が行われているかの確認をする
必要があります。

工場部門の包括的民間委託に関し
て、モニタリングを行い適正に業
務が行われているかの確認をする
必要があります。

：予定どおり ：予定どおり

：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった

財
源
内
訳

一般財源

国庫支出金
県支出金

起債
その他　特財

217,731
217,731
145.15

事業費　(A)
執行率　(%)

職員　(人) 1.20

事業内容

包括的民間委託事業者選定等に伴う検討実施方針、発注図書等作成に伴
う検討

0

20,056

1.20
0.00

10,070
0.00

10,070
17,032

0
0

9,986
9,986
99.86

0.00

0
0

0
0
0

0

6,962
6,962
99.46
1.20

0

平成２１年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成１９年度
決算額



頁

１．事業の位置付け

社会教育部　中央図書館
○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

□ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
□ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
□ その他 低

必要性

市民との協働による図書館運営を目指すものであり、運営
者である図書館側から市民へ発信する必要があります。 ●

○

有効性

将来協働して図書館運営を行うため、継続して事業を実施
し、市民が図書館業務に理解と関心を示すのに有効です。 ●

○

事

業

分

析

項目 分析の視点 先の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

妥当性

対象としては、現在｢１日図書館員｣としての小学生のみを
対象に実施しているが、中学生から社会人までの体験・講
座が必須となります。

○
●
○

効率性

将来的に市民と協働して運営していくための事業であるの
で現時点では参加・参画にとどまっています。 ○

●
○

実績

目標

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

平成19年度 平成20年度 平成21年度

説明・算定式 －

平成19年度 平成20年度 平成21年度成果指標①

指標名 図書館体験事業参加者数 単位 人

目標 206 220 225
実績 219 234 233

実績

単位

説明・算定式

平成19年度 平成20年度 平成21年度
目標

実績 26 26 30

説明・算定式 －

平成19年度 平成20年度 平成21年度
目標 27 28 28

目的・目標 事業の概要
市民が図書館業務に理解と関心を持つことにより、市民と
協働で図書館運営を行っています。

市民が図書館業務を理解し、関心と意欲を持てるようにす
るため、図書館業務の体験を実施します。

委託、協働

活動指標①

指標名 図書館体験事業実施回数 単位 回

対象・受益者 市民 事業期間

総合計画の
位置付け

'05 基本目標５　　安全で、みんなが快適に暮らせるまち
'03 ③〈利便性〉　誰もが快適に利用できるよう、公共施設などの利便性を高める
'02 2 市民ニーズに合った公共施設の適正な管理と運営を進める

事業種類

根拠法令等

事務事業名 市民の図書館体験事業
事業担当

平塚市総合計画　第１次実施計画期間における実施計画事業の取り組み状況まとめ 3

活動指標②

指標名



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ① ①

Ａ Ａ Ａ
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開

今後に向けた
課題

現在実施している｢１日図書館員
（小学生対象）｣だけでなく、広
く市民（中学生から社会人）を対
象とした体験や講座についても開
催していく必要がある。

現在実施している｢１日図書館員
（小学生対象）｣だけでなく、広
く市民（中学生から社会人）を対
象とした体験や講座についても開
催していく必要があります。

現在実施している｢１日図書館員
（小学生対象）｣だけでなく、広
く市民（中学生から社会人）を対
象とした体験や講座について開催
を増加させていく必要がありま
す。

主な取組と成果

小学生を対象に｢１日図書館員｣を
実施し、図書館業務に対して理解
と関心を深めることができた。

小学生を対象に｢１日図書館員｣を
実施し、図書館業務に対して理解
と関心を深めることができまし
た。

小学生を対象に｢１日図書館員｣を
実施、また一般を対象にした「お
かあさんも図書館体験」を実施
し、図書館業務に対して理解と関
心を深めることができました。

検証結果 ：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分

進
捗
状
況

：予定どおり ：予定どおり ：予定どおり

遅れている
理由

－ － －

フルコスト　(A+B) 13,846 13,846 15,292
人件費　(B) 13,846 13,846 15,292

内
訳

職員　(人) 1.65 1.65 1.83
再任用　(人) 0.00 0.00 0.00

執行率　(%) 0.00 0.00 0.00
事業費　(A) 0 0 0

その他　特財 0 0 0
0

県支出金 0 0 0財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

起債 0 0 0

一般財源 0 0

事業内容

一日図書館員、図書館を知ろう
講座等の実施

一日図書館員、図書館を知ろう
講座等の実施

一日図書館員、図書館を知ろう
講座等の実施

4

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額


